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買い足したらしまう前に
まず点検！

商品や商品の袋に破損や破れはありませんか。
お薬を常に服用している場合、お薬の作用が影響
し、尿の凝固剤がうまく固まらないことがあります。
アルミ製のブランケットは、お住まいの地域の気
温と照らし合わせてあたたかさの確認をするとよ
いでしょう。
ラジオなどの家電製品は使い方に慣れておくこと
も大切です。

・
・

・

・

防災用品は家族構成や家族のライフステージの変化など、取
り巻く環境の変化にあわせて備蓄すべきものも変化します。
一度揃えると安心してしまいがちですが、定期的に点検する
ことをおすすめします。

防災用品は用意しているけれど…「防災用品点検のススメ」

防災用品は定期点検が必要じゃ！
点検方法を確認しよう！

こんな声が
ありました！

豆知識

～知ってる？防災用品点検の日～

組合員の環境貢献度（1月度）
商品カタログ回収率

注文書袋・保冷箱内袋回収率
53.8％
26.1％

コープいしかわの姿
2024年4月1日～2024年12月31日

承認及び報告された主な議題は次の通りです。

理事会だより
2024年度 第9回 １月29日（水）開催

検査名

新商品事前

定例企画商品

ヒスタミン検査

アレルギー検査

残留農薬検査

248品

317品

4品

1品

6品

検査実施数

12月度安全確認情報
（11月21日～12月20日 検査結果判明分）

予算 実績 前年

宅配事業供給高（億円）

店舗事業供給高（億円）

経常剰余金（万円）

108.1

32.8

6，893

106.5

34.1

8，664

109.0

32.1

17，163

（カッコ内は前月比）

出資金：75億122万円（　 3，802万円）
組合員数：169，073人（　 376人）

UP

UP

3ステップで確
認を！

3月1日、6月1日、9月1日、12月1日はそれぞれ「防災用
品点検の日」に認定されています。季節の変わり目となる
年4回の日に防災用品の点検を行い災害に備えようとい
うもので、このように日にちを決めて定期的に点検するの
がよいでしょう。
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賞味（使用）期限や
状態は大丈夫？

乾電池は電気製品に長い間入れっぱなしにしてい
たり、使用期限が過ぎると性能の劣化や液漏
れが起きる可能性があります。
簡易トイレに使われる尿の凝固剤は袋が破れる
と周囲の湿気を吸って固まってしまうことがあ
ります。
手回し充電タイプのラジオ・ライトの中には、定
期的に手回し充電しなければいけないものがあ
ります。

・

・

・

今のあなたや
家族に必要なものは？

1

お薬、サイズのあったおむつやミルク、介
護用品、高齢者向けの柔らかい食品など、
これまでの防災用品に追加するものはな
いか考えてみましょう。

決まったこと

1.期中監事監査所見の提出について

2.ブランドフレーズと今後の進め方について

3.第26回通常総代会運営方針について

4.第26期新任総代セミナーまとめ

報告されたこと

1.12月度事業・経営報告 承認の件

2.CRMシステムの入れ替え提案2025年度基調方針 承認の件

3.北陸3生協店舗システム構築の進捗状況と工程費用承認について

4.コープ共済連 臨時総会議案に対する組織判断 承認の件

5.2024年度（第15回）コープいしかわ地域活動助成金助成団体及び助成金額 承認の件

6.2025年度生協役員賠償責任保険加入申込 承認の件

●12月7日（土）に金沢市以南に避難している人を対象に金沢市で開催された、能登サロン（石
川県及び石川県地域支え合いセンター主催）に、コープのお菓子詰め合わせを寄贈しました。
●輪島市災害ボランティアセンターの運営支援はボランティアニーズなどの状況から、12月
22日（日）の活動をもって終了し、昨年3月より被災地で日本生協連、全国の生協と進めて
きた活動は一つの区切りを迎えました。
●宅配事業では、組合員の安否確認と利用を広げる活動を継続して取り組み、のと北部セン
ター全体のカタログ配布は、震災前の75.5％まで回復しました。
●新任総代セミナーを開催し合計71名が参加。クイズなどを通して総代の役割や活動内容、
生協の歴史について理解を深めました。
●フードドライブを2つの地域協議会（石川東、石川西）で開催し、30名から239点、61.1ｋｇの食
品が提供され、いしかわフードバンク・ネットを通じて地域の社会福祉協議会に寄贈しました。

引越し予定の組合員の方へ

とらいあんぐる おかげさまで300号！

令和６年能登半島地震・奥能登豪雨災害 被災者支援・避難者支援の

宅配料無料期間延長・対象拡大

県外の場合 コープいしかわの脱退手続きが必要です。出資金をお返しいたします。

転居先をお知らせください。新しい配達曜日や時間をお知らせします。県内の場合

ご連絡はコールセンターまで 0120-759-853

転勤などで引越しされる場合は、
お早めに生協までご連絡ください

2000年に県内にあった3つの生協が合併し、コープいし

かわが誕生しました。生協の目的を伝える場、組合員に役

立つ情報提供や交流の場として、新たに機関紙を作ること

になり名称を公募し決定したのが「とらいあんぐる」。今で

も、合併前の3つの生協の機関紙の名前を各コーナーに設

けています。エッセイのコーナーの「まど」は石川生協、地

域協議会行事報告の「ぱれっと」は小松市民生協、おたよ

りのコーナーの「みんなの広場」は七尾生協です。

コープいしかわは「令和6年能登半島地震（奥能登豪雨災害）」にて被災された組合員を
支援します。 ※コープいしかわに未加入の方が宅配利用をご希望の場合には、まず加入手続きが必要です。

地域担当者またはコープいしかわコールセ
ンター（0120-759-853）までお知らせくだ
さい。登録手続きを行います。
右記の二次元コードからも
お問い合わせいただけます。

2000年4月の発刊以来、
毎月欠かさず発行されています。

被災者支援 避難者支援 

コープいしかわ
インスタグラム

3月7日以降に公開予定です

支援❶
県内避難者・避難者受け入れ組合員
宅配料無料

能登3市3町宅配料無料
期間延長：2026年3月まで 期間延長：2026年3月まで支援❷

令和6年能登半島地震で住宅が被害を受け、罹災証明書で準半
壊以上と診断された組合員

●

※罹災証明書の確認と、申請・登録が必要です。石川県内全域が対象。

能登3市3町（珠洲市・輪島市・能登町・
穴水町・七尾市・志賀町）にお住まいの
組合員

●

※対象地域の方には自動的に適用されるため、
　申請や登録の必要はありません。

令和6年能登半島地震により石川県内へ避難されている
組合員

●

※申請・登録が必要です。

避難者を受け入れている組合員●

支援❷・❸ 登録方法

コープいしかわへの
お問い合わせフォーム

1号から300号までの
  表紙公開！

コープいしかわSNSで

2026年3月まで支援❸
県内全域 準半壊以上宅配料無料

被災者支援 
新
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